
 

 

茨木市支援学級等就学奨励費支給要綱 

 

 

 （目的） 

第１ この要綱は、教育の機会均等の趣旨にのっとり、茨木市立小学校及び中学校

の支援学級（以下「支援学級」という。）に在籍する児童及び生徒並びに学校教

育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第140条の規定に基づいて茨木市立の小

学校及び中学校において行う特別の指導（以下「他校通級」という。）を受けて

いる児童及び生徒の保護者に対し、茨木市支援学級等就学奨励費（以下「奨励

費」という。）を支給することにより保護者の経済的な負担を軽減し、もって支

援教育の振興を図ることを目的とする。 

 （支給対象） 

第２ 支給の対象となる者は、支援学級に在籍する児童及び生徒並びに他校通級を

受けている児童及び生徒の保護者又は現に監護する者（以下「保護者等」とい

う。）とする。 

 （支給金額） 

第３ 支給金額は、国の要保護児童生徒援助費補助金及び特別支援教育就学奨励費補

助金交付要綱（昭和62年５月１日文部大臣裁定）別記２補助対象経費の欄に定める

額とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、第４第１号に掲げる学校給食費のうち、中学校の保護

者等に対する支給額は、茨木市学校給食費条例(平成27年９月29日茨木市条例第34

号)第３条第２項第４号に掲げる額により算出した額とする。 

３ 前２項の場合において、その積算中１円未満の端数が生じたときは、その都度当

該端数を切り捨てるものとする。 

 （奨励費の種類） 

第４  奨励費の種類は、次に掲げるものとする。 

  (1) 学校給食費 

 （2）通学費（第10号に掲げる他校通級交通費を除く。） 

  (3）交流学習交通費 

  (4）修学旅行費 

  (5）校外活動費 

  (6）野外活動費 

  (7）学用品購入費及び通学用品購入費 

  (8）新入学児童・生徒学用品費等 

  (9) 体育実技用具費 

 (10) 他校通級交通費 

（支給区分） 

第５  奨励費は、次の各号に掲げる対象者の区分に応じ、当該各号に定めるものを



 

 

支給するものとする。 

(1) 支援学級に在籍する児童及び生徒の保護者等で、その属する世帯の特別支援学

校への就学奨励に関する法律施行令第２条の規定に基づく保護者等の属する世帯

の収入額の算定及び需要額の測定要領による収入額（以下「収入額」という。）

が生活保護法（昭和25年法律第144号）第８条第１項の規定により厚生労働大臣

が定める基準の例により測定したその世帯の需要の額（次号において「需要額」

という。）の2.5倍未満であるものの保護者等 次に掲げる対象者の区分に応じ、

それぞれ次に定めるもの 

ア 生活保護法第12条の規定による生活扶助又は同法第13条の規定による教育

扶助を受けている保護者等 第４第３号に掲げる奨励費 

イ 茨木市就学援助要綱（平成29年６月29日実施）の規定による援助を受けて

いる保護者等 第４第２号、第３号及び第10号に掲げる奨励費 

ウ ア及びイ以外の保護者等 第４各号に掲げる奨励費 

(2) 支援学級に在籍する児童及び生徒の保護者等で、その属する世帯の収入額が

需要額の2.5倍以上であるものの保護者等 第４第２号、第３号及び第10号に掲

げる奨励費 

(3) 他校通級を受けている児童及び生徒の保護者等 第４第10号に掲げる奨励費 

 （支給申請） 

第６ 奨励費の支給を受けようとする者は、茨木市支援学級等就学奨励費支給申請

書（様式第１号）に次に掲げる書類を添えて指定された期日までに市長に申請し

なければならない。 

(1) 支援学級等就学奨励費に係る収入額・需要額調書（様式第２号） 

(2) 収入に関する市町村の証明書。ただし、申請する年度の前年度の１月１日現

在本市に居住する者は、不要とする。 

 （奨励費の支給決定） 

第７ 市長は、第６の規定による申請があったときは、その内容を審査し、適当と

認めたものについて予算の範囲内において支給を決定し、申請者に対し茨木市支

援学級等就学奨励費支給決定通知書（様式第３号）により通知する。 

 （奨励費の支給） 

第８ 市長は、第７により支給を決定したときは、奨励費について学校長からの報

告に基づき、茨木市支援学級等就学奨励費支給決定通知書に記載する支給日に保

護者等へ支給する。 

２ 前項の規定にかかわらず、第４第１号に掲げる学校給食費のうち中学校の保護

者等に対する奨励費は、中学校給食費の未徴収金に充当するものとする。 

３ 第７の規定により支給を決定した額が支給後に変更となった場合は、同じ年度に

おける次回の支給時の支給額について、当該変更による差額分を増額又は減額する

ことができる。 



 

 

４ 前３項の規定にかかわらず、市長が特に必要と認める場合は、奨励費の支給方

法及び支給日を変更することができる。 

 （奨励費の取消し等） 

第９ 市長は、奨励費の支給を受ける者あるいは受けた者が次の各号のいずれかに

該当するときは、奨励費を支給せず、若しくは減額し、又は全部若しくは一部を

返還させることができる。 

 (1) この要綱に違反したとき。 

 (2) 虚偽その他不正な行為により支給を受け、又は受けようとしたとき。 

 (3) その他市長が不適当と認めたとき。 

 （その他） 

第10  この要綱に定めるもののほか、支給について必要な事項は、教育長が別に定

める。 

 

 

   附 則 

 この要綱は、平成12年４月１日から実施する。 

   附 則 

 この要綱は、平成20年４月１日から実施する。 

   附 則 

 この要綱は、平成21年４月１日から実施する。 

   附 則 

 この要綱は、平成22年４月１日から実施する。 

   附 則 

 （実施期日） 

１ この要綱は、平成24年４月１日から実施する。 

 （経過措置） 

２ この要綱による改正後の茨木市支援学級等就学奨励費支給要綱の規定は、この

要綱の実施日以後の申請に係る奨励費について適用し、同日前までの申請に係る

奨励費については、なお従前の例による。 

附 則 

この要綱は、平成25年10月16日から実施し、平成25年４月１日以後の申請に係る

奨励費の支給について適用する。 

附 則 

この要綱は、平成27年４月１日から実施する。 

附 則 

この要綱は、平成28年４月１日から実施する。 

附 則 

 （実施期日） 



 

 

１ この要綱は、令和元年５月１日から実施する。 

 （経過措置） 

２ この要綱の実施の際、この要綱による改正前の茨木市支援学級等就学奨励費支給

要綱によって定められていた様式による用紙がある場合には、当分の間所要の調整

をして、これを使用することを妨げない。 

附 則 

 この要綱は、令和元年７月11日から実施し、平成31年４月１日から適用する。 

附 則 

この要綱は、令和３年４月１日から実施する。 

附 則 

この要綱は、令和４年４月１日から実施する。 

附 則 

この要綱は、令和５年４月１日から実施する。 

附 則 

 （実施期日） 

１ この要綱は、令和７年１月１日から実施する。 

 （経過措置） 

２ この要綱の改正前に発生した中学校給食費に対する奨励費の取扱いについては、

なお従前の例による。 

３ この要綱の実施の際、この要綱による改正前の茨木市支援学級等就学奨励費支給

要綱によって定められていた様式による用紙がある場合には、当分の間所要の調整

をして、これを使用することを妨げない。 



様式第１号 （支援学級等就学奨励費）

年 月 日

　　　　　　茨木市支援学級等就学奨励費の支給について次のとおり申請します。
　　　　　　支給の決定がされた場合は、下記の口座への振込を依頼します。

1

2

3

4

5

6

7

8

申請者（保護者） ㊞

<教育委員会記入欄>

茨木市支援学級等就学奨励費支給申請書

（申請先）茨木市長

学 校 受 付 印

世帯の状況（上記児童生徒は記入不要）

学年 組

ﾌ ﾘ ｶﾞ ﾅ

生 年 月 日

電 話 番 号
（連絡のつきやすい番号）

学 校 名

   年 　 月    日

申 請 す る 児 童 生 徒 氏 名

ﾌﾘｶﾞﾅ

ﾌﾘｶﾞﾅ

ﾌﾘｶﾞﾅ

支援学級
・

通級指導教室

支援学級
・

通級指導教室

口 座 名 義 人

備　　考

銀 行 コ ー ド 支 店 コ ー ド 認定区分 Ⅰ　・　Ⅱ　・　Ⅲ　・　Ⅳ　・　Ⅴ　・　保留

金融機関
ゆ　う　ち　ょ　銀　行

　　　　　　　　　　　　 銀行・信用金庫・農協 　　　　　　　　 支店・出張所・支所

支援学級または通級指導
教室のいずれかに○印

支援学級
・

通級指導教室
   年 　 月    日

・子どもの入学に際して、支給の状況の引き継ぎを行うことに同意します。

　同意します。

　生活保護受給状況について、茨木市長が住民基本台帳、市民税課税台帳及び保護台帳で確認することに同意します。

・私が支払うべき納入金（学用品費等）が未納の場合は、茨木市支援学級等就学奨励費から当該未納分に充当することに

年　齢

同　意　書

  ・ゆうちょ銀行への振込の場合は、(店番)・(店名)を記入してください。

預 金 種 目 口座番号　　　１　普通　　　２　当座　　　９　その他

（店番） （店名）

振 込 口 座
  ・振込口座は上記の申請者(保護者)名義の口座に限ります。

フ リ ガ ナ

就学援助申請の有無 生活保護受給の有無

有　 ・　 無 有　 ・　 無　茨木市立

・茨木市支援学級等就学奨励費の審査のために必要があるときは、私及び私の属する世帯全員の住民登録、課税状況及び

受付番号

－　　　　　　　－　　

　茨木市

申 請 者 氏 名
（ 保 護 者 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

住 所

1

2

3

   年 　 月    日

学校

職業、学校名等続　柄家　族　氏　名

自署の場合は押印不要

自署の場合は押印不要



様式第２号 （支援学級等就学奨励費）

№

（ )

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(注) 1.住所については、申請時の住所と前年の12月31日の住所と異なる場合は、（　）内に前年の12月31日の住所を記入してください。

2.世帯の状況の欄は、前年の12月31日現在（年齢、学年に注意）の世帯の状況を記入してください。

支援学級　・　通級指導教室

児 童 生 徒 氏 名 学年 組

年　　月　　日
父・母・きょうだい

祖 父 母 ・ そ の 他

才）

年　　月　　日
父・母・きょうだい

祖 父 母 ・ そ の 他

才）

年　　月　　日
父・母・きょうだい

祖 父 母 ・ そ の 他

才）

年　　月　　日
父・母・きょうだい

祖 父 母 ・ そ の 他

才）

年　　月　　日
父・母・きょうだい

祖 父 母 ・ そ の 他

才）

年　　月　　日
父・母・きょうだい

祖 父 母 ・ そ の 他

才）

年　　月　　日
きょうだい

学校　　　年

特 別 支 援 学 級 在 籍 有 ・ 無

才） 通 級 有 ・ 無

年　　月　　日
きょうだい

学校　　　年

特 別 支 援 学 級 在 籍 有 ・ 無

才） 通 級 有 ・ 無

年　　月　　日
きょうだい

学校　　　年

特 別 支 援 学 級 在 籍 有 ・ 無

才） 通 級 有 ・ 無

年　　月　　日
きょうだい

学校　　　年

特 別 支 援 学 級 在 籍 有 ・ 無

才） 通 級 有 ・ 無

年　　月　　日
きょうだい

学校　　　年

特 別 支 援 学 級 在 籍 有 ・ 無

才） 通 級 有 ・ 無

年　　月　　日
児童生徒本人 特 別 支 援 学 級 在 籍 有 ・ 無

才） 通 級 有 ・ 無

年　　月　　日
児童生徒本人 特 別 支 援 学 級 在 籍 有 ・ 無

才） 通 級 有 ・ 無

年　　月　　日
児童生徒本人 特 別 支 援 学 級 在 籍 有 ・ 無

才） 通 級 有 ・ 無

支 援 学 級 等 就 学 奨 励 費 に 係 る 収 入 額 ・ 需 要 額 調 書
受付番号

世　帯　の　状　況　（下記は の状況を記入）

世 帯 員 氏 名 生 年 月 日 続　　柄
（丸を付け、その他の場合は
具体的に記入してください）

在 学 学 校 名 ・ 学 年

（児童生徒、申請保護者含む） （ 満 年 齢 ） （特別支援学級の在籍、通級の有無）

支援学級　・　通級指導教室

申 請 者 氏 名 （ 保 護 者 ） 児 童 生 徒 の 学 校 名

支 援 学 級 名

支援学級　・　通級指導教室

小・中　学校茨木市立㊞　　

住　所
茨木市

現在の住所と前年12月31日の住所が
異なるときは（ ）内に前住所を記入

自署の場合は押印不要



様式第３号 

 

 

茨木市支援学級等就学奨励費支給決定通知書 

 

 

年  月  日 

保護者 

        様 

 

茨 木 市 長        印 

 

 

茨木市支援学級等就学奨励費の支給を下記のとおり決定しましたので通知します。 

 

記 

 

１ 児 童 生 徒 氏 名    

 

２ 学 校 名 ・ 学 年         第 学年 

 

３ 認 定 年 月 日      年  月  日 

 

４ 支 給 日   

 

５ 振 込 先   

 

６ 支給費目と支給額（年額）  

 


